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総論にあたる第 I 部では，物語，比喰，筋立てという概念を中心としてホワイトの物語理論が解明されているD そ
れによればホワイ卜における物語とは，表層のレベルで、の説明のしかたと深層のレベルでの認識のしかたとの緊密な




各論にあたる第 E部と第皿部では，第 I 部で解明されたホワイトの物語理論をふまえて，詩(文芸)のなかで「あ
りのまま」の言述としてとらえられがちなリアリズム文学と歴史小説との物語性をあきらかにすべく，それぞれの代
表的な作品とされる藤村の『破戒』と『夜明け前』という両作品の物語構造が分析検討されている。そのうち第 E部
では， r破戒』を支えている物語性は， 1. 筋立ての年代的順序性， 2. ことばの象徴性， 3. 筋立ての因果性， と
いう三つの原理からなることがあきらかにされている o また第皿部では， r夜明け前J を支えている物語性は， 1. 
異なる次元のさまざまな出来事は語り手の思惟の様態によって同じ次元に収束できるとみなすこと， 2. I大きな物

















ろが目につく。さらに総論にあたる第 I 部と各論にあたる第 E部・第E部とのつながりが不充分である o そして『破
戒』と『夜明け前J との解釈にも不充分さが残る。
このように本論文は若干の不備の残してはいるが，全体としては高く評価されるものであるo よって本審査委員会
は本論文を，博士(文学)の学位に充分ふさわしいものと認定する o
